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突起付きT形鋼を底鋼板の補剛材兼コンクリートジベルとして用いる鋼・コンクリート合成床版橋は，

構造高を支間長比1/40程度に低く抑えることが可能な橋梁形式である．本形式の床版コンクリートに軽量

コンクリートを適用することが出来れば，下部工設計反力の低減や適用スパンの拡大が可能となる．しか

しながら，従来の軽量骨材では吸水率が高いことや強度，耐久性，施工性などに課題があり，床版部への

適用は困難であった．そこで，著者らは従来の軽量骨材と比較して材料特性を著しく改善させた高性能軽

量骨材に着目し，合成床版橋への適用性について検討を行った．合成床版橋の部分模型による移動輪荷重

走行試験により床版部の疲労耐久性の検討を行った結果，高性能軽量コンクリートを用いた床版部は極め

て高い疲労耐久性を有することが実証された． 

 

     Key Words : composite slab bridge, super lightweight aggregate concrete, wheel running test, fatigue 
durability, deformed flange T-shapes steel 
      

 

 

 

1.  はじめに 

 

突起付きT形鋼（Deformed Flange T-shapes，以下DFTと

称す）を主桁に用いた鋼・コンクリート合成床版橋1)は，

他の橋梁形式と比較して，最も構造高を低く抑制するこ

とができ，急速施工が可能であることや，景観性に優れ

る等の特長がある． 

合成床版橋は従来から単径間形式として350橋を超え

る適用実績を重ねており，近年では耐震性や車両の走行

性の向上が期待できる連続桁形式2), 3)の適用事例も増加

しつつある．また一方では長支間化への高いニーズに対

応すべく，床版部への軽量コンクリートの適用について

も検討が進められていた．しかしながら，従来の軽量骨

材では吸水率が高いことや強度，耐久性，施工性などに

課題があり，床版部への適用は困難な状況であった． 

そこで，著者らは従来の軽量骨材と比較して材料特性

を著しく改善させた高性能軽量骨材に着目し，合成床版

橋への適用性について検討を行った．検討にあたっては，

まず高性能軽量コンクリートの構造性能を把握し，合成

床版橋の部分模型による移動輪荷重走行試験により床版

部の疲労耐久性の検証を行った．  

本論文は，合成床版橋への高性能軽量コンクリートの

適用検討の経緯について述べるものである． 

 

2.  高性能軽量骨材の特徴 

 

近年，独立した内部空隙構造を有し，従来の軽量骨材

に比べて骨材粒の強度が高く，吸水率の低い真珠岩を原

料とした高性能軽量骨材（以下 SLA(A)と称す）（写真-

1）が開発された 4)．この高性能軽量骨材の出現により

従来の軽量コンクリートの重大な欠点であった施工性と

耐久性が著しく改善された．また，高性能軽量コンクリ

ートの凍結融解抵抗性について，岡本ら 4)は高性能軽量

骨材が 24 時間吸水率以下の含水状態であれば ASTM 

C666 A 法（水中凍結水中融解）で耐久性指数 60%を確

保できるとしている． 



 

34－2 

本研究ではSLA(A)の他に，中国の黄河堆積土を原料

とした高性能軽量骨材（以下SLA(N)と称す）（写真-2）

も用いた．この黄河堆積土を原料とした高性能軽量骨材

（SLA(N)）も，真珠岩を原料とした高性能軽量骨材

（SLA(A)）と密度および吸水率において同等の性能を

有し，高性能軽量コンクリートの破壊エネルギーもほぼ

同程度であることを確認している5)．従来の人工軽量粗

骨材との主な物性値の比較を表-1に示す． 

 

3.  高性能軽量コンクリートを用いたはり部材の

基本性能 

 

高性能軽量骨材を用いた高性能軽量コンクリートの力

学的特性を把握するために，はり部材の曲げ耐力および

せん断耐力について検討した． 

(1)  RCはりの曲げ耐力 

a)試験概要 

RCはりの形状・寸法および配筋を図-1に示す．RCは

りの寸法は，250×250×3300mmであり，せん断破壊が

先行しないように，せん断補強鉄筋を配している． 

表-2 に，試験体製作に用いたコンクリートの使用材

料，表-3 にコンクリートの示方配合およびフレッシュ

時のコンクリートの品質試験結果を示す． 

試験体製作に用いたコンクリートの配合は3種類で，

粗骨材の全量に密度が0.85g/cm3の高性能軽量骨材

（SLA(A)）を用いた配合（L）（試験体ML1），粗骨材

としてSLA(A)と砕石を混合した配合（B）（試験体

MB1），および砕石を全量使用した配合（N）（試験体

MN1）である． 

b)試験結果および考察 

載荷試験当日，テストピースにより確認した各試験体

コンクリートの圧縮強度，引張強度および単位容積質量

を表-4に示す．図-2～4に単調載荷のML1試験体，MB1

試験体およびMN1試験体の終局時のひび割れ状況を示

す．単調載荷試験体の破壊は，引張側主鉄筋が降伏後，

写真-1 高性能軽量骨材（SLA(A)：真珠岩） 

写真-2 高性能軽量骨材（SLA(N)：黄河堆積土）

(a)外観               (b)骨材断面 

(a)外観             (b)骨材粒 

表-1 人工軽量粗骨材の目標性能の比較 

SLA0.85 SLA1.2

絶乾密度(g/cm3) 1.25±0.05 0.85±0.05 1.20±0.05
24時間吸水率(%) 9～11 5以下 3以下
圧かい荷重(N) 500以上 800以上 1000以上

物性値
従来型の
人工軽量
粗骨材

高性能人工軽量粗骨
材

図-1 RCはりの形状･寸法および配筋 
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主鉄筋SD345-D19(ﾈｼﾞﾃｯｺﾝ)

主鉄筋SD345-D19(ﾈｼﾞﾃｯｺﾝ)

ｽﾀｰﾗｯﾌﾟ　SD345-D10

定着部内側から溶接

外側ナット止め

種類 材料名 記号 仕　　様

セメ
ント

普通ﾎﾟﾙﾄﾗ
ﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ

C 密度:3.16g/cm3

山砂 S1 表乾密度:2.58g/cm3,
吸水率:1.92％,F.M.:2.52

陸砂 S2 表乾密度:2.60g/cm3,
吸水率:2.54％,F.M.:2.95

砕砂 S3 表乾密度:2.64g/cm3,
吸水率:1.66％,F.M.:2.74

(曲げ)絶乾密度:0.85g/cm3,
24ｈ吸水率3.30％

(引抜き)絶乾密度:0.88g/cm3,
24ｈ吸水率3.60％

G1
表乾密度:2.70g/cm3,
粗骨材最大寸法20mm,
吸水率:0.38％,F.M.:6.60

G2
表乾密度:2.66g/cm3,
粗骨材最大寸法20mm,
吸水率:0.902％,F.M.:6.66

高性能
AE減水剤

SP
特殊分離低減型減水成分配合
ﾎﾟﾘｶﾙﾎﾞﾝ酸塩系

AE減水剤 AD ﾘｸﾞﾆﾝｽﾙﾎﾝ酸化合物ﾎﾟﾘｵｰﾙ複合体

混
和
剤

細
骨
材

粗
骨
材

高性能軽
量骨材

SLA0.85

砕石

表-2 使用材料 
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圧縮縁のコンクリートが圧壊して終局に至った．ひび割

れの発生状況は，普通コンクリートと同様かそれ以上に

分散して発生することが確認された．図-5に各配合の曲

げ単調載荷試験時の荷重－変位曲線を示す．高性能軽量

コンクリート(ML1,MB1)は単位容積質量(ρ)の値により，

低減係数ηEM=（ρ/2300）3/2を乗じただけ，普通コンク

リートよりもヤング係数が小さくなる6)．また，試験時

の圧縮強度がMN1より若干小さかったため，剛性およ

び耐力がやや小さくなったものと考えられる7)．ただし，

表-5に示すように，いずれの試験体も試験結果の曲げ耐

力は，計算値の曲げ耐力を上回った． 

 

(2)  RCはりのせん断耐力 

a)試験概要 

高性能軽量骨材（SLA(A)）を用いた高性能軽量コン

クリートのせん断耐荷性能を，RC はりの曲げせん断載

荷試験により，天然骨材を使用した普通コンクリートと

比較した． 

試験体は，単位容積質量の影響を把握するためにコン

クリートの単位容積質量を2300，1800，1500および

1200kg /m3（記号V2.3，V1.8，V1.5およびV1.2）とし，200

×400×3400mmのせん断補強鉄筋をもたないRCはりの

せん断耐力に着目して試験を行った． 

表-6 に試験体の仕様一覧を，図-6 にはり試験体の形

状・寸法および配筋を示す．また，表-7 に試験体製作

に用いたコンクリートの使用材料を，表-8 にコンクリ

ートの示方配合を示す． 

b)試験結果および考察 

図-7～図-10に各試験体の最終的なひび割れ発生状況

を示す．V1.2，V1.5およびV1.8では，約37～43kNのせん

表-3 コンクリートの示方配合およびフレッシュ時の品質試験結果 

図-2 ML1のひび割れ状況 

図-3 MB1のひび割れ状況 

図-4 MN1のひび割れ状況 

山砂
S1

陸砂
S2

砕砂
S3

SLA

0.85*1)

砕
石
G1

砕
石
G2

L 1727 170 378 916 － － 255 － － 3.97 － (380×380) 6.7
B 1836 170 378 916 － － 204 162 － 3.97 － (400×380) 5.1
Ｎ 57.5 47.1 2299 166 289 － 431 431 － － 982 － 2.89 140 3.8

*1)絶乾質量

ﾌﾚｯｼｭ時の品質試験結果

配合名
W/C
(%)

s/a
(%)

目標
単位
容積
質量

(kg/m3)

単位量   （kg/m3） 混和剤

水
Ｗ

ｾﾒﾝﾄ
Ｃ

細骨材　Ｓ 粗骨材　G
高性能

AE
減水剤

AE
減水
剤

ｽﾗﾝﾌﾟ/
(ｽﾗﾝﾌﾟﾌﾛｰ)

(mm)

空気量
(圧力法)

(%)

45.0 54.2

図-5 荷重－変位関係 

表-4 コンクリートの硬化物性 

試験体
圧縮強度

(N/mm2)

引張強度

(N/mm2)

単位容積質

量(kg/m3)
ML1 31.7 2.09 1798
MB1 34.1 2.03 1829
MN1 39.1 3.09 2328
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変位(mm)

荷
重

(k
N

)

ＭＬ１（単調）
ＭＢ１（単調）
ＭＮ１（単調）

 

ML1 98.3 104.6 98 123.1
MB1 98.9 105.9 99 119.2
MN1 99.9 108.3 103 144.4

試験結果

*1)計算値は平面保持を仮定し,土木学会標準
示方書に基づいている．

試験
体名

計算値
*1)

降伏時
荷重

 Py,cal

(kN)

最大
荷重

 Pu,cal

(kN)

降伏時
荷重
Py,exp

(kN)

最大
荷重
Pu,exp

(kN)

表-5 曲げ耐力の計算値と試験結果 
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断力が作用した時点で片側のせん断スパンに斜めひび割

れが発生した．しかしながら，その時点では終局に至ら

ず荷重が再度上昇して，反対側のせん断スパンにも斜め

ひび割れが発生し，最終的にどちらか一方のせん断スパ

ンの斜めひび割れが圧縮縁まで達して破壊に至った（破

壊形式DT2と称す）．これに対して普通コンクリートを

用いたV2.3では，作用せん断力80kNで片側のせん断スパ

ンに斜めひび割れが発生し，直ちに破壊に至った（破壊

形式DT1と称す）．本研究では，最初の斜めひび割れが

発生した時点を斜めひび割れ発生耐力としている． 

表-9に各試験体の斜めひび割れ発生時と最大荷重時の

作用せん断力および斜め引張破壊のせん断耐力の計算値

を示す．その際，せん断耐力算定式には，二羽ら8)によ

る式(1)を用いた． 

 

ここに，Vc：ｺﾝｸﾘｰﾄの負担するせん断耐力(N)，a：せ

ん断スパン長(mm)，d：有効高さ(mm)，f’c：ｺﾝｸﾘｰﾄ圧縮強

度(N/mm2)，pw：主鉄筋比(%)，bw：はりの幅(mm) 

普通コンクリートに比べて，高性能軽量コンクリート

の方が斜めひび割れ発生耐力は低く，この傾向は単位容

積質量が小さいほど顕著である．ただし，V1.8の終局せ

ん断耐力は，普通コンクリートと同等となっている． 

普通コンクリートを用いたRCはりのせん断耐力は，

図-11に示すように斜めひび割れ耐力（破線）とせん断

種類 径-本数
鉄筋
比

(％）

V2.3
V1.8
V1.5
V1.2

2.94 SD345 D22×3 1.7135 200 400 340

有効
高さ
(mm)

せん断
スパン

比

主鉄筋

試験体

ｺﾝｸﾘｰﾄ
の圧縮
強度

(N/mm2)

幅
(mm)

高さ
(mm)

表-6 試験体の仕様 

図-6 はり試験体の形状・寸法 

種類 材料名 記号 仕　　様

ｾﾒﾝﾄ
普通ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒ
ﾝﾄ

C 密度:3.16g/cm3

高性能軽量骨材 ASL 絶乾密度:0.92g/cm3,24h吸水率:6.2%
人工軽量骨材 KP-1 絶乾密度:1.20g/cm3,24h吸水率:9.0%
山砂 S1 表乾密度:2.60g/cm3,吸水

砕砂 S2 表乾密度:2.63g/cm3,吸水
高性能軽量骨材

0.85*） 絶乾密度:0.88g/cm3,24h吸水率:3.6%

高性能軽量骨材

1.2*) 絶乾密度:1.17g/cm3,24h吸水率:2.8%

砕石 G 表乾密度:2.68g/cm3,吸水率:0.86%
混和材 石灰石微粉末 LS 密度:2.70g/cm3,比表面積4260cm2/g

高性能減水剤 SP 特殊分離低減型減水成分配合ﾎﾟﾘｶﾙﾎﾞ
ﾝ酸塩系

AE減水剤 AE ﾘｸﾞﾆﾝｽﾙﾎﾝ酸化合物ﾎﾟﾘｵｰﾙ複合体

*)15mm～10mm：10mm～5mmを容積比率3：7で使用。

細骨材

粗骨材
ASL

混和剤

表-7 使用材料 

表-8 コンクリートの示方配合 

3 400
1 000 1 0009 9

3@50=150 5050 3@50=150 505020

5050

200
2@50=100

39

28
0

40
0

60
60

D10(SD345) 主鉄筋
D22(SD345)定着ﾌﾟﾚｰﾄ

T=9mm
定着ﾌﾟﾚｰﾄ
T=9mm

1 000

(%) (%) W C LS ASL KP-1 S1 S2

2300 57.5 47.1 166 289 － － － 431 431 － － 982 1.0 －

1800 40.0 51.9 165 413 － － － 435 440 － 363 － － 0.6

1500 40.0 51.9 165 413 68 154 － 370 － － 363 － － 0.6

1200 37.5 51.2 165 440 － 165 176 － － 273 － － － 0.6

注)軽量骨材は絶乾質量表示

石灰
石微
粉末 ASL

0.85
ASL
1.2

細骨材

AE
減水
剤

(C×%)

高性能
減水剤
(C×%)

目標
単位容
積質量

(kg/m3)

W/C s/a

単位量(kg/m3)

水 ｾﾒﾝﾄ
粗骨材

G

斜め引張破壊(DT1) 斜め引張破壊(DT2)

斜め引張破壊(DT2)
斜め引張破壊(DT2)

図-7 ひび割れ図（V2.3） 図-8 ひび割れ図（V1.8） 

図-9 ひび割れ図（V1.5） 図-10 ひび割れ図（V1.2） 

dbpdfadV wwcc
314131 )/1000(')/4.175.0(20.0  （1）
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圧縮破壊となるアーチ耐力（一点鎖線）の大きい方で決

定される9)．一般的には，a/d=2.0～2.5付近がその境界と

なる．一方，高性能軽量コンクリートを用いたRCはり

では，実験結果に見られるように，斜めひび割れ耐力が

普通コンクリートと比較して低下している．アーチ耐力

は，圧縮強度に依存するため変わらないとすると，図-

11に示すように斜めひび割れ耐力（実線）とアーチ耐

力の交点はa/dが大きい方にシフトすることになる． 

a/dが 2.94の普通コンクリートを用いた V2.3は，典型

的な斜め引張破壊形式であるが，高性能軽量コンクリー

トの試験体は，斜めひび割れが発生しても直ちに破壊せ

ず，両側せん断スパンに斜めひび割れが形成されてタイ

ドアーチ的機構へ移行する傾向が認められた．しかしな

がら，タイドアーチ的機構への移行過程で，斜めひび割

れが卓越して破壊に至っている． 

a/d をパラメータとした実験 6)も含めて，これらの現

象を総合的に判断すると，高性能軽量コンクリートが斜

め引張破壊(DT1)を引き起こすのは，a/d が 3.5 以上であ

り，3.0 付近はタイドアーチ的機構形成へ移行する遷移

領域と考えられる． 

 

4.  高性能軽量コンクリートを用いた合成床版橋

の疲労耐久性 

 

合成床版橋の床版支間長は1m程度であり，輪荷重の

分布位置は必ずいずれかのDFTフランジ上となるため，

床版部は押し抜きせん断破壊が生じにくい構造である

（図-12参照）．しかし，高性能軽量コンクリートの力

学的特性は普通コンクリートと異なる6), 10)ことから，輪

荷重走行試験を実施し，床版部の疲労耐久性を検証する

こととした． 

 

(1)   輪荷重走行試験の概要 

試験体は，別途試設計した5径間連続合成床版橋にお

ける最大支間中央部に着目し，図-12に示すとおり活荷

重（T荷重）載荷位置の床版部を実寸大で再現した部分

モデルとした．その他の部位の諸元は，T荷重に対する

床版部の応力および変位が実橋における値と同等となる

ことを3次元FEM解析により確認して決定した．また，

高性能軽量コンクリートは呼び強度30N/mm2とし，その

配合は表-10に示すとおりとした．なお，高性能軽量骨

材には，密度1.2g/cm3のSLA(N)を用いた． 

輪荷重走行試験は，独立行政法人土木研究所において，

国土交通省が提案する階段状荷重漸増載荷による方法に

したがって実施した．試験体の支持条件は，図-13に示

すG1桁とG4桁のウェブ直下を単純支持とし，床版端部

を横はりによる弾性支持とした．載荷荷重は初期値を

157kNとして，走行回数４万回毎に19.6kNずつ増加させ，

総走行回数52万回において392kNとした．写真-3に試験

状況を，図-14には載荷ステップを示す． 

 

(2)   試験結果 

a)変位と走行回数 

走行回数に対する試験体中央部の静的鉛直変位の推移

は図-15に示すとおりである．参考として，図中に床版

支間2.5mの平成8年道路橋示方書に準拠したRC床版

（RC8）とハーフプレストレスのPRC床版（PRC50）に

対する試験結果11)を示す．本図に示すように，試験体は

PRC床版の場合と同様に試験終了時点に至るまで変位量

の急激な変化は生じなかった．また，試験終了時におけ

る392kN載荷時の変位は1.49mm，除荷時の変位は

0.494mmであり，PRC床版における値の20～25%相当の

小さい値であった．なお，本図の変位量は試験体中央部

の支持間隔2.5mに対する最大値であり，床版支間1.0mに

対する最大変位差は，図中に示す値の3割程度であった． 

b)床版のたわみ 

走行回数4万回毎に実施した静的載荷試験における試

験体中央部の荷重－変位曲線は，図-16に示すとおりで

表-9 試験結果 

図-11 せん断スパン比と耐力・破壊モード 

斜めひ
び割れ

発生時

V c exp

(kN)

最大
荷重
時

V u exp

(kN)
① 　② ③ ①/③ 　②/③

V2.3 DT1 79.7 79.7 74.1 1.08 1.08

V1.8 DT2 42.9 88.2 84.3 0.51 1.05

V1.5 DT2 41.8 61.4 92.8 0.45 0.66

V1.2 DT2 36.9 59.2 83.9 0.44 0.71

*)DT1,DT2：斜め引張破壊

実験値／

計算値

V c exp／

V c cal

実験値／

計算値

V u exp／

V c cal

試験体
破壊

形式
*)

作用せん断力
(実験値)

計算値

V c cal

(kN)

せん断圧縮破壊
（普通コン）

せん断圧縮破壊（軽量コン）

斜め引張破壊(普通コン)

斜め引張破壊（軽量コン）

Vu

a/d

斜めひび割れ耐力
（普通コン）

アーチ耐力

斜めひび割れ耐力
（軽量コン）

せん断圧縮破壊
（普通コン）

せん断圧縮破壊（軽量コン）

斜め引張破壊(普通コン)

斜め引張破壊（軽量コン）

Vu

a/d

斜めひび割れ耐力
（普通コン）

アーチ耐力

斜めひび割れ耐力
（軽量コン）
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ある．図中には材料の非線形を考慮した3次元FEM解析

の結果も示した．この図から，走行回数と載荷荷重の増

加に伴う残留変位のために，各荷重での静的載荷初期の

変位はわずかに増加するものの，断面剛性（曲線勾配）

は初期の載荷から最終載荷まで，疲労損傷度の影響を考

慮しないFEM解析の結果とよく一致しており，剛性の低

下はほとんど見られなかった．このことから，試験終了

時においても床版部の累積損傷度は小さく，高い疲労耐

久性を有しているといえる． 

c)床版断面のひずみ分布と中立軸位置 

試験体中央部近傍における走行回数に対する床版支間

方向断面内の弾性ひずみ分布の変化は，図-17に示すと

おりである．本図より，床版断面の中立軸位置は，試験

終了時においても圧縮側コンクリートのみを有効とする

断面の中立軸位置まで達していないことがわかる．また，

この中立軸位置から推定した床版の断面剛性は，圧縮側

コンクリートのみを有効とする断面に対する値の約1.8

倍であった． 

d)ひび割れ分布および間隔 

試験終了時におけるG2-G3間の床版下面のひび割れ状

況は図-18に示すとおりである．この図より試験体には

通常のRC床版の場合と同様に2方向ひび割れが進展して

いることが分かる．しかし，供試体中央部の最終ひび割

れ密度は8.4m/m2であり，RC床版の使用限界状態におけ

るひび割れ密度10m/m2程度12)および終局限界状態の

17m/m2（試算値）11)と比較して小さい．また，392kN載

荷時の最大ひび割れ幅は0.26mmで，床版上面にはひび

割れは発生せず，押し抜きせん断破壊も生じなかった． 

 

(3)   床版部の疲労耐久性に関する考察 

高性能軽量コンクリートを適用した合成床版橋の床版

部の疲労耐久性について，輪荷重走行試験の結果より下

図-12 試験体モデル化部分と載荷位置 

表-10 コンクリートの配合 図-13 輪荷重走行試験の試験体形状 

写真-3 輪荷重走行試験実施状況 

図-14 載荷ステップ 

図-15 走行回数と試験体中央部の変位の関係 
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記の知見が得られた． 

a) 床版部は階段状荷重漸増載荷による試験に対して極め

て高い疲労耐久性を有する． 

b) 床版部には押し抜きせん断破壊の兆候は見受けられず，

試験終了時のひび割れ密度も小さく損傷度は低い． 

 

5.  おわりに 

 

本論文では高性能軽量コンクリートの合成床版橋への

適用性に関する検討内容について述べた．今回の検討に

より得られた成果は以下のとおりである． 

1)   はり部材の曲げ載荷試験を行った結果，高性能軽量

コンクリートの曲げ剛性は，普通コンクリートに比べ

て低下するものの，曲げ耐力は計算値を上回っており，

普通コンクリートと同様に曲げ耐力算定式が適用可能

である．また，高性能軽量コンクリートのはり部材に

おいて，良好な曲げひび割れの分散性が確認された． 

2)   せん断補強筋をもたないはり部材の曲げせん断載荷

試験を行った結果，高性能軽量コンクリートの単位容

積質量が小さいほど，斜めひび割れ発生耐力は小さく

なった．しかしながら，単位容積質量1800kg/cm3の終

局せん断耐力は，普通コンクリートと同等の値が得ら

れた． 

3)  高性能軽量コンクリートを適用した合成床版橋の部

分模型による輪荷重走行試験の結果を用いて疲労耐久

性の検討を行った．試験終了時においても断面剛性の

低下や残留変位の増加はほとんど見られず，また床版

下面のひび割れ密度も小さい結果であったことなどか

ら，床版部は漸増載荷による試験に対し極めて高い疲

労耐久性を有していると思われる． 

合成床版橋は他の橋梁形式と比較して，構造高を低く

抑制することができるため，都市部の立体交差道路13)の

みならず，河川橋梁などにも有利な構造形式である．高

性能軽量コンクリートの実用化により適用支間長が増大

し，適用範囲がより拡大されるものと考える． 

最後に，宮城県丸森町の河川に架かる合成床版橋に，

高性能軽量コンクリートが適用された事例を，写真-4～

写真-6（橋本店・船山建設共同企業体 米倉隆氏 提供）

に示す． 

図-18 試験終了時の床版下面のひび割れ状況 

図-17 試験体中央部近傍における断面ひずみ分布 図-16 荷重と試験体中央部の変位の関係
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APPICATION OF SUPER LIGHTWEIGHT CONCRETE TO STEEL AND 

CONCRETE COMPOSITE SLAB BRIDGE 
 

Masashi FUNAHASHI, Takuji KUMANO, Akihiro UEMURA and Taku 
MATSUBAYASHI  

   Steel and concrete composite slab bridge, which uses Deformed Flange T-shapes (DFT), can make 
structural height lower than other types of bridge. If the lightweight concrete is applied to the slab 
concrete of this bridge, it becomes possible to reduce the design reaction force of substructure and 
lengthen the span of bridge. However, it was difficult to apply the existing lightweight aggregate to the 
concrete slab of bridge because of its high absorption and low durability. Then, authors applied the super 
lightweight aggregate to the composite slab bridge. It was verified that steel and concrete composite slab 
bridge had an extremely high fatigue durability, through fatigue tests with wheel running machines. 

写真-6 合成床版橋の全景 

 

写真-4 高性能軽量コンクリートの施工状況 写真-5 高性能軽量コンクリートの打込み完了


